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名称 信濃化学工業株式会社

代表者名 代表取締役　　小野　大輔

所在地 本社及び本社工場  ： 長野県長野市桐原 1-2-12
第二工場　　　　　　  ： 長野県長野市桐原 2-4-1
第三工場　　　　　　  ： 長野県長野市桐原 1-2-12
長野営業所  ： 長野県長野市桐原 1-2-12
東京営業所  ： 東京都板橋区中丸町11-2 　ワコーレ要町ビル12階
大阪営業所  ： 大阪府大阪市淀川区西中島6-7-3　第6新大阪ビル11階
札幌営業所  ： 北海道札幌市豊平区美園三条8
東北営業所  ： 宮城県仙台市宮城野区高砂1丁目8-3
九州駐在所  ：　(未公開)

環境管理責任者 上野　清登

担当者連絡先 ＥＡ２１事務局 ： 宮原　秀夫
ＴＥＬ ： ０２６（２４３）１１１５

事業の概要 プラスチック製品の製造・販売
　・業務用プラスチック製食器の製造販売
　・環境関連商品の製造販売
　・工業部品の受注及び生産

事業の規模 資本金 ４,８００万円
設立 １９４８年４月
従業員数 １００名

エコアクション取り組み事業年度
４月～３月
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　①　組織の概要



登録事業者名 信濃化学工業株式会社

対象事業所 本社及び本社工場 ・第三工場 (建物床延べ面積　：　3,842.26㎡)
第二工場 (建物床延べ面積　：　3,727.56㎡)
長野営業所
東京営業所
大阪営業所
札幌営業所
東北営業所
九州駐在所

事業の概要 プラスチック製品の製造・販売

　　業務用プラスチック製食器の製造販売

　　環境関連商品の製造販売

　　工業部品の受注及び生産

レポートの対象期間 2023年4月～2024年3月

レポートの発行日

2

　②　対象範囲

実施体制図（対象組織：全組織）

2024年 6月 3日

第二成形係 第一検査仕上係

第二検査仕上係

EA21 実施体制図　 （対象組織）

営業管理課 第一品質保証課 第二品質保証課

会　　長

常　　務

食器営業部

( 部課長会議 )

技術営業部 環境開発営業部

大阪営業所

札幌営業所

九州駐在所

EA21  事務局

生産技術部

環境内部監査チーム

各営業所

品質保証部

社　　長

環境管理責任者
見直し会議

（マネジメントレビュー）

環境管理委員会

商品開発課 第二製造課 検査課

（下位組織） （下位組織） （下位組織）

営業企画課

製造部

2023年10月1日

総務部

東北営業所

長野営業所
（営業管理課下位組織）

東京事業部 第一製造課

倉庫係 第一成形係



　信濃化学工業株式会社は、自社ブランド商品としての食器関連商品、並びに
森林事業分野を主体とした環境関連商品のそれぞれの企画・開発から製造、
及び販売をして参ります。また、工業部品の受注並びに生産をして参ります。
　当社のこれらの事業活動が、社会環境や自然環境と密接に関わり合っている
ことを認識すると共に、 「プラスチックのスペシャリスト」 として、あらゆるプラスチ
ックに挑戦し技術向上を図りながら、環境の保全に取り組んで参ります。
　そして、事業活動のすべての領域で自然環境との調和と地域社会との共生を
目指し、以下の行動指針のもとに事業活動を行って参ります。
　また、２０１５年９月の国連サミットに於いて決められた　『ＳＤＧｓ（持続可能な開
発目標）』　にも積極的に関わりを持ち、 プラスチック・スマートを代表とする特に
自然環境へ配慮した取り組みを、事業活動と一体となって推進して参ります。

１． 技術的に可能な範囲で環境に配慮した商品並びに再利用、再資源化
に配慮した商品を開発し、提供します。

２． 当社に関係する環境関連法規制及び当社が同意するその他の要求事
項を遵守します。

３． 環境に配慮した生産資材の調達、 並びに資源及びエネルギーの有効
利用した、生産活動に努めます。

４． 再利用、再資源化を通じ、廃棄物排出量の削減に努めます。

５． 化学物質使用量の削減に努めると共に、その管理を適切に行います。

６． 定期的に環境経営システムの見直しを行うと共に、環境経営システム
の継続的改善を図ります。

７． 環境方針を全社員に周知すると共に、一般にも公開します。

信濃化学工業株式会社

　代表取締役　小 野　 大 輔
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　③　環境方針

環 境 方 針

2019年5月1日



　環境目標(3ヵ年)一覧表

　　　・第一製造　11,400ｋｇ-CO2 　　　・第一製造　11,250ｋｇ-CO2 　　　・第一製造　11,150ｋｇ-CO2

　　　・第二製造　 3,400ｋｇ-CO2 　　　・第二製造　 3,300ｋｇ-CO2 　　　・第二製造　 3,200ｋｇ-CO2

2,350kwh以内 2,300kwh以内 2,250kwh以内

　　　5.4L以内（燃費18.5km/L相当） 　　　5.8L以内（燃費17.25km/L相当） 　　　5.8L以内（燃費17.25km/L相当）

　　　・第一製造　　4,850ｋｇ 　　　・第一製造　　4,800ｋｇ 　　　・第一製造　　4,750ｋｇ

　　　・第二製造　　2,900ｋｇ 　　　・第二製造　　2,850ｋｇ 　　　・第二製造　　2,800ｋｇ

　　　※ 廃棄物を出さない事業活動の推進

23.5kg以内 23.0kg以内 22.5kg以内

　　　・水の使用量の確認

　　　・当社で使用する化学物質について、その種類、使用量、使用方法、使用場所、保管量、保管場所等を

　　　　経時的に把握し、記録・管理する

年間1件以上 年間1件以上 年間1件以上

　② 環境負荷低減策の検討～実施

　　　・当社の事業活動に関連して、「環境負荷の低減策」を講じる

負荷低減策の実現1件 負荷低減策の実現1件 負荷低減策の実現1件
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　④　環境目標

環境目的 2022年度 2023年度 2024年度

二酸化炭素排出量の
監視と抑制

　①　生産不良に関わる二酸化炭素排出量の削減　（数値は年間排出量の目標値とし、数値内を目指す）

　② 業務改善による時間外労働時間の抑制

　　　※適切な労働環境を実現し、無駄を排除する

　　　・生産100万円当りの電力消費量

　③ 社用車における燃料費の抑制

　　　※エコドライブ推進と営業活動の効率化

　　　・100km走行当りの燃料消費量

廃棄物排出量の
監視と抑制

　① 生産不良に関わる廃棄物排出量の削減　（数値は年間排出量の目標値とし、数値内を目指す）

　② 廃棄物の分別の徹底とリサイクル化の推進

　　　・売上100万円当りの廃棄物排出量

水使用量の監視

　① 定期的確認により監視、測定を行う

　　　・配管、工場設備の漏水等異常の監視

グリーン購入の推進と実施

　① 購入品のグリーン購入の推進

　　・環境配慮製品への代替の検討・実現　

化学物質使用量の管理

　① 管理された状態の維持継続

環境配慮に関わる取り組み

　①環境に配慮した新製品開発

　　　・環境に配慮した新製品開発（生分解性樹脂を採用）



　2023年度　環境活動計画　　　　～　目標を達成するための取組み　～

　① 生産不良に関わる二酸化炭素排出量の削減 　　【第一製造／第二製造 共通事項】

　　　・第一製造　11,250ｋｇ-CO2 　　・生産不良に関わる「不良率」の削減策の実施

　　　・第二製造　 3,300ｋｇ-CO2 　　　≪生産不良の削減（不良対策）、ＱＣ活動推進

　　　　小集団活動推進、生産の効率化策の検討 等≫

　② 業務改善による時間外労働時間の抑制

　　　・生産100万円当りの電力消費量 　　・業務改善提案の実施（ＤＸ化推進）

2,300kwh以内 　　・生産の効率化の実施（人海戦術から機械化）

　③ 社用車における燃料費の抑制 　　・エコドライブの推進と実施

　　　※エコドライブ推進と営業活動の効率化 　　　　≪アイドリングストップ・急加速の防止≫

　　　・100km走行当りの燃料消費量 　　・効率の良い営業活動（経路）の実施

5.8Ｌ以内（燃費17.25km/Ｌ相当） 　　・随時「最適な車両」の選定・導入

【ハイブリッド車両が入手困難に。目標値見直し済み】

　① 生産不良に関わる廃棄物排出量の削減 　　【第一製造／第二製造 共通事項】

　　　・第一製造　　4,800ｋｇ 　　・生産不良に関わる「材料消費量」削減策の実施

　　　・第二製造　　2,850ｋｇ 　　　≪不良対策（QC活動・小集団活動）推進 等≫

　② 廃棄物の分別の徹底とリサイクル化の推進 　　・「廃棄物を出さない」事業活動の推進

　　　※ 廃棄物を出さない事業活動の推進 　　・分別の徹底による資源ゴミのリサイクル化

　　　・売上100万円当りの廃棄物排出量 　　・「歩留率」の向上策の実施

23.0kg以内 　　・廃棄物抑制策の検討・実現

　① 定期的確認により監視、測定を行う 　　・水使用量の把握と配管設備の漏水監視の実施

　　　異常確認時は、速やかな措置の実施

　① 購入品のグリーン購入の推進 　　・環境配慮製品への代替検討の実施

　　　代替可能なモノは切替えを実施

　　・環境含有物質調査、及び衛生評価試験の実施

　① 管理された状態の維持・継続 　・当社で使用する化学物質について、その種類、

   　 使用量、使用方法、使用場所、保管量、保管

　　　 　 場所等を経時的に把握し、記録・管理する

　①環境に配慮した新製品開発 　・環境に配慮した製品開発の実施

　　　・新製品開発（生分解性樹脂を採用）　　年間1件以上 　　≪新たな市場開発を考慮する≫

　② 環境負荷低減策の検討～実施 　・環境負荷の大きい課題の対応策推進

　　　・事業活動関連、「環境負荷低減策」　　年間1件 　　　≪リサイクル材料の活用・商品化≫

　　　≪各種、情報精査と目標達成のための実施

検討⇒実施へ≫
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　⑤　環境活動計画

環境目的 環境目標 取り組み

二酸化炭素排出量の
監視と抑制

廃棄物排出量の
監視と抑制

水使用量の監視

グリーン購入の推進と実施

化学物質使用量の管理

環境配慮に関わる取り組み



　2023年度　環境活動実績及び活動状況

二酸化炭素の排出量の監視と抑制 （個）　　（全体）

　・年間での実績値

　① 生産不良に関わる二酸化炭素排出量の削減 　　　・第一製造　　実績 ※ 13,147ｋｇ-CO2 ✕

　　　・第一製造　11,250ｋｇ-CO2 　　　・第二製造　　実績 ※  3,196ｋｇ-CO2 ◎

　　　・第二製造　 3,300ｋｇ-CO2 （評）第一製造では、不良対策に取り組みましたが

　　　新人が多くなった事で成果に繋がらず。 　　　　△

　② 業務改善による時間外労働時間の抑制 （前年比）

　　　・生産100万円当りの電力消費量 　・業務改善活動 ※ 年間改善提案件数　81件　（-21件）△

2,300kwh以内           ※ 生産100万円当り2,251.1kwh （-2.1％）◎

（評）目標達成も前年より悪化。（+3.7％）

　　　更に効率良いモノづくり実現を目指す。 　　　　◎

　③ 社用車における燃料費の抑制

　　　※エコドライブ推進と営業活動の効率化 　・エコドライブの推進と営業活動の効率化　

　　　・100km走行当りの燃料消費量 ※燃費実績 17.35km/L

5.8Ｌ以内（燃費17.25km/Ｌ相当） （評）前年実績から後退（利用中ハイブリッド車両

　　　が生産終了）。目標値を見直して達成した。    ◎

廃棄物の排出量の監視と抑制
　・年間計画と実績

　① 生産不良に関わる廃棄物排出量の削減 　　　・第一製造　　実績 　※　4,149ｋｇ 〇

　　　・第一製造　　4,800ｋｇ 　　　・第二製造　　実績 　※　2,427ｋｇ 〇

　　　・第二製造　　2,850ｋｇ （評）生産量が増加しているが目標クリア。達成。 　　　　◎

　② 廃棄物の分別の徹底とリサイクル化の推進 　・廃棄物抑制策の実施による廃棄物抑制

　　　※ 廃棄物を出さない事業活動の推進 ※全社で、306.74kg削減に成功 ◎

　　　・売上100万円当りの廃棄物排出量 ※売上100万円当り　17.4ｋｇ ◎

23.0kg以内 （評）前年より10.8％向上。更に削減に努めたい！ 　 ◎

水使用量の監視
　・工場内、設備配管とそれ以外の敷地内とに分けて、

　① 定期的確認により監視、測定を行う 　　総務部が監視しました。　　　※ 結果、本社 懸念あり。 ○

（評）適切な管理された状態を維持している。 　　　　○

　　　本社「使用量増加」は現在調査中（日本ｶﾞｽ工事）。

グリーン購入の推進と実施
　・グリーン購入への適合する代替え検討を行いました。

　① 購入品のグリーン購入の推進 　　　　　　（費用面を考慮し、実現を目指した） ○

（評）費用対効果の課題から、代替え実現出来ず

　　　しかし、調査・検討は継続的に実施できた。 　　　　△

化学物質使用量の管理
　※化学物質使用部門(第一製造課)が定められた方法により

　① 管理された状態の維持・継続 　　管理された状態が維持されている

（評）適切に管理・維持されている。 　　　　○

環境配慮に関わる取り組み

　① 環境に配慮した新製品開発 　・新商品開発2点を実現（目逢い変更筒号、生分解e-AMI） 　◎

　　　・新製品開発（生分解性樹脂を採用）　　年間1件以上 （評）環境配慮型商品の開発が出来た。更に推進。

　② 環境負荷低減策の検討～実施 　・電力会社と長野県が推進する「信州Greenでんき」を採用。 ○

　　　・事業活動関連、「環境負荷低減策」　　年間1件 　・再生可能エネルギーの設備導入の検討。結果、採用決定。○

　⇒省エネ補助金の申請中。業者には内示発注。

（評）自社取り組みの他、他事業者と連携出来た。 　◎
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　⑥　環境目標の実績　（１）

環境目標 実績及び活動状況 評価



　環境への負荷の状況（実量）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

kg-CO2 1,210,534 1,075,154 1,029,203 895,445 774,142

（前年対比％） 94.7 88.8 95.7 87.0 86.5

リサイクル t 2.0 2.0 2.6 2.9 9.5

廃棄処分 t 50.1 42.6 40.4 40.2 36.8

最終処分量 t 50.1 42.6 40.4 40.2 36.8

リサイクル t 44.5 33.6 32.2 33.1 36.4

廃棄処分 t 15.2 15.6 14.9 15.6 15.6

最終処分量 t 15.2 15.6 14.9 15.6 15.6

㎥ 1,584 1,938 1,464 1,268 1,617

㎥ 1,756 2,067 1,567 1,334 1,689

kg 2,520 1,925 1,600 1,770 1,575

kg 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1

kg 2,520 1,925 1,600 1,770 1,575

kWh 2,034,424 1,812,783 1,697,229 1,717,796 1,803,053

MJ 2,785,605 － － － －

t 740.4 605.7 612.8 618.6 557.8

t 151.5 81.4 120.6 128.5 106.4

t 151.5 81.4 120.6 128.5 106.4

t 666.8 532.8 548.6 561.6 536.7

（前年対比） 87.8 79.9 103.0 102.4 95.6

t 40.1 41.4 43.9 53.3 64.7

t － － － － －

2019年度の電気事業者ごとの調整後排出係数　　㈱テプコカスタマーサービス　　0.508kg-CO2

2022年度の電気事業者ごとの調整後排出係数　　中部電力ミライズ㈱　2019年度　0.431kg-CO2
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温室効果ガス排出量

　⑥　環境目標の実績　（２）

環境への負荷項目 単位
実　績

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量及び廃棄物最終処分量

一般
廃棄物

産業
廃棄物

総排水量 下水道

水使用量 上水

化学物質使用量

ホルマリン

水酸化カリウム

メタノール

エネルギー使用量
購入電力

化石燃料

物質使用量
資源使用量

循環資源使用量

サイト内で循環的利用を行っている物質量等 利用された物質量

総製品生産量

製品生産量

環境負荷低減に資する製品等

容器包装使用量

　　環境目標の実績状況の推移

1,351,099

1,278,528

1,210,534

1,075,154

1,029,203

895,445

774,142
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15.6 15.6
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（
ｔ
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廃棄物の最終処分量

一般廃棄物 産業廃棄物



　環境への負荷の状況（一部、原単位による評価）

　　【温室効果ガス排出量に関わる傾向（消費電力）】

（ｋｗｈ） （円） （ｋｗｈ）

前年比

2017年度 2,695.8 95.49%
2018年度 2,537.7 94.14%
2019年度 2,709.6 106.77%
2020年度 2,594.9 95.77%
2021年度 2,308.6 88.97%
2022年度 2,170.9 94.04%
2023年度 2,251.1 103.69%

　　【廃棄物排出量に関わる傾向（一般廃棄物）】

（ｋｇ） （千円） （ｋｇ）

2017年度 26.6 105.05%
2018年度 26.1 97.91%
2019年度 27.4 105.09%
2020年度 22.9 83.69%
2021年度 20.7 90.45%
2022年度 19.5 93.93%
2023年度 17.4 89.14%
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1,803,053 800,972,571

36,780 2,117,118

　⑥　環境目標の実績　（２）

電力消費量 社内生産実績 生産100万円当りの電力消費量

売上100万円当りの廃棄物排出量

1,697,229 735,180,910

2,201,824 816,774,903
2,117,450 834,396,303
2,034,424 750,807,370
1,812,783 698,650,041

年度
一般廃棄物

年間売上高 実績

50,880 1,910,180
48,830 1,872,268

前年比
（最終処分量）

40,440 1,949,197

1,826,802
42,640 1,858,964

1,717,796 791,304,602

40,150 2,060,220
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　2023年度 環境活動取組結果とその評価及び次年度の取り組み計画

・生産工程に於いては、不良低減を図る。 ・生産体制再構築 ・部内でのコミュニケーションを図り、

　・不良発生に伴う再生産に関わるエネルギー 　（工場改革を含む） 　技術の平準化を推進。

　 消費の削減を図る。 ・QC活動/小集団活動

　　　※ 結果として、前年と同様に第一製造は 　から成果を生み出す

　　　　 「目標未達成」、第二製造は「目標達成」。　（総員での創意工夫）
　　　
・業務改善を実施して、時間外労働の適正化に ・より高効果の業務推 ・業務活動を効率化していく事は企業

　努めた。但し、部門での取り組み格差あり。 　進に向けた取り組み 　のミッションであり、新たな価値を創

　　　※ 改善提案活動を推進しているが、前年 　（積極的な見直しが 　造出来るように引き続き継続する。。

　　　　　の提案件数を下回る実績となった。 　 求められる）

・車輌の運転者に注意喚起を図り、効率の良い ・営業活動の効率化 ・営業手法も進化させていかなければ

　営業活動が行えた。 　ならない。

　　　※ 結果として、適切な状態を保つことが 　リモート営業手法の構築を図る。

　 　　　出来ました。
　　　

・生産工程に於いては、不良低減を図る。 ・今までの取組みと異なる事項へ積極

　・生産不良に関わる材料消費量の削減から ・上記※と同様 　的にチャレンジする。

　　廃棄物排出量の抑制を図る。

　　　※ 結果として、各製造工程で目標を達成

　　　　 した。主生産が軽量製品であった為。

・廃棄物の分別と、廃棄物を出さない事業活動 ・更に廃棄物排出抑制

　の推進を目指し、全社で活動をしました。 　が求められる。

　　　※ 結果として、廃棄物の抑制が図られ、 　（３Ｒの積極的な推進

　　　　　目標を上回る結果となった。 　 が求められる）

・毎月、総務部が監視・測定。 ・本社の使用量増加の ・引き続き、管理された状態を維持し

　　※ 結果として漏水は確認されたが、直ぐに 　要因調査。必要に応 　管理する。

　　　 対処し、損害を最小に留められた。 　じて措置する。

・グリーン購入対象品の検討を実施。 ・購入費用が増大して ・グリーン購入対象品目の再確認。

　　※ 結果として、対象品への切り替え実績は 　しまうとの課題あり。 ・当社事業の一部をグリーン購入法の

　　　 挙げられなかった。 　適用を提案していく。

・第一製造課が定められた方法により管理され ・なし ・引き続き、管理された状態を維持し

　た状態を維持している。 　管理する。
　　

・大切な地球環境の維持活動として、全社で ・他の事業への展開を検討し、生分解

　環境保全活動を推進しました。 ・市場ニーズ 　性樹脂での新規市場開拓を模索し

　　※ 事業活動にて、生分解性樹脂製商品を 　ていく。

　　　 開発している。2023年度には新たに2商品

　　　 をラインアップした。新規市場は模索中。

　　※ 事業活動から生じる「環境負荷」の低減 ・世界的ニーズ ・環境対策として太陽光発電導入を

　　　 策を、他企業との連携を模索している。 　実現し環境負荷の低減を図る。

　　　 2023年度は、電力会社との協業の他、

　　　 再生可能エネルギーの採用も検討。

　　　 本格稼働を見据えて、準備して行く。
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　⑦　環境活動計画の取組結果とその評価

環境目標 取組み結果と評価 課題 次年度の取組み

二酸化炭素排出量
の監視と抑制

廃棄物排出量
の監視と抑制

水使用量の監視

グリーン購入の推進と実施

化学物質使用量の管理

製品への環境配慮
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　⑧　環境関連法規等の遵守状況

保護環境 適用法令基準及び関連手順 等
届出・報告・管理が必要な

施設、物質など
主な要求事項 遵守状況

適法
 充填量、回収量の記録 記録類の保管

 漏えい量の算出・報告 経済産業省への報告

 設備廃棄時の回収証明 記録類の保管

騒音 騒音規制法
環境基本法
長野市公害防止条例施行規則
労働安全衛生法

 定点騒音測定
。　（昼間65ﾃﾞｼﾍﾞﾙ、夜間55ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下）

。
.自主規制

騒音発生施設の配置の
改善、その他の技術的
事項

地球環境
フロン排出

抑制法
自主及び専門知識を有する者
による点検

 設備の簡易／定期点検 点検記録簿

適法

環境破壊
防止

化管法
（PRTR法）

－  ホルムアルデヒド 使用量の把握、確認

適用済み

毒物及び
劇物取締法

－
 ホルマリン
.水酸化カリウム

取扱等に関わる管理全般

作業環境
労働安全
衛生法

名称等を表示すべき
危険物及び有害物

 ホルムアルデヒド

名称の表示

適法

 メタノール

 水酸化カリウム

作業環境測定/評価基準
特定化学物質等障害予防規則
有機溶剤中毒予防規則

 ホルムアルデヒド
.メタノール

作業環境測定の結果評価
に基づいて、労働者健康を
保持する

適法

自動車リサイクル法

容器包装リサイクル法

 産業廃棄物管理票状況等報告書
委託契約書

産業廃棄物管理票の管理

産業廃棄物保管基準
産業廃棄物委託基準

循環型社会形成推進基本法

 使用済み車輌/容器包装 等

危険物
消防法１０条

他

危険物保管の指定数量
以上の許可申請

 引火性液体第二石油類 危険物の管理

廃棄物
リサイクル

環境基本法 リサイクルの推進

廃掃法

適法
危険物施設に関する届出、
指定可燃物の指定数量
の５倍以上の届出

 指定可燃物（合成樹脂類） 危険物の貯蔵量の明確化

貯蔵所に於ける「ホルムアルデヒド」
貯蔵の届出

 ホルマリン水溶液
危険物の貯蔵量の明確化

有規則  メタノール

電波 電波法 －  高周波利用設備の設置の許可申請 設備の機能維持管理 適法

電気 電気事業法 電気関係報告規則 ＰＣＢ設備の保有届出 届出 適法

製品安全
製品安全規
格（ＵＬ規格）

アメリカ保険業者・
安全試験所

 指定製品に適用 製品の物性保証 対応済み



確認日：

１．　環境関連法規等への違反はありません。

２．　関係機関からの違反等の指摘はありません。

３．　訴訟はありません。

４．　尚、関係当局より違反等の指摘は過去3年間ありません。
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プラスチック
プラスチック
資源循環
促進法

プラスチック資源循環戦略（国・政
府）　　　　　プラ使用製品設計指針
プラスチックの３Ｒ推進

－

2024年5月30日

［ 違反・訴訟との有無 ］

遵守状況 評価
法規制通り遵守した

プラスチックの有効活用
プラゴミの減量

法令遵守

　⑧　環境関連法規等の遵守状況

保護環境 適用法令 基準及び関連手順
届出・報告・管理が必要な施設、

物質など
主な要求事項 遵守状況

地球環境
破壊防止

ＲｏＨＳ指令 ＥＵ加盟国施行令
 使用禁止物質
。　（指定材種に適用）

顧客要求時、不使用証明発行 対応済み

ＲＥＡＣＨ規
則

（ＥＵ連合）
化学物質の登録～使用制限
。　（指定材種に適用）

顧客要求時、不使用証明発行 対応済み

chemSHERPA-CI
（ＪＡＭＰアーティクルマネジメント
推進協議会）

製品毎の「ＭＳＤＳ」等
（製品含有化学物質情報）

該当物質の含有の有無・含有
量（成形品当りの濃度）

対応済み

環境全般 －
エコアクション２１ガイド
ライン　(２０１７年版)

－
エコアクション２１ガイド
ラインへの適合

認証登録

○



　　　【環境方針・目標、活動計画、環境経営システム等の変更の必要性】

　　　　　1. 環境方針の変更に関して
　　　　　　　2022年4月に、「プラスチック資源循環促進法」が施行され、プラスチック製品の生産を生業とする

　　　　　　当社としても非常に関係の深い法改正がなされた。　法令遵守は当然のことであるが、当社の事業活

　　　　　　動に於いてもこれまでのやり方や考え方を転換する必要性も有り、ネガティブ要因だけではなくポジテ

　　　　　　ィブに捉えることで一つのチャンスと捉えたい。

　　　　　　環境側面から考察すると、当社の商品を長寿命化をすることで市場に提供した後の環境負荷を低減

　　　　　　することに期待を持てることから「素材開発」への挑戦が必須条件となり得る。 従来取り組んで来てい

　　　　　　る 「生分解性素材の活用」 と共に推し進めることで、”廃棄物” そのものを減らすことに貢献したい。

　　　　　　” 市場の求めにお応えする商品開発を早期に実現すること ” が当社の強みであるが、その強みを活

　　　　　　かしつつ、前述の環境貢献を果たして行く。

　　　　　　　日本のみならず今や世界的な関心事であるＳＤＧｓへの取り組みを積極的に推進し、人類の共栄や

　　　　　　カーボンニュートラルの実現を目指して行く。

　　　　　　前述の内容をより明確にするため、『 環境方針 』の見直しを行う。
　　　
　　　　2. 環境目標の変更に関して

　　　　　　 環境に関わる当社の 「第四次 3ヶ年計画（2022～2024年度 環境目的・目標）」 が設定されている。

　　　　　  「環境目標」については必要な取り組み内容を網羅していると考えており、現時点では見直しは必要

　　　　　 ないと考えている。

　　　　　 しかしながら、” 今年度の目標を必ず達成する” との強い決意を社内の共通認識とし、当社の事業活

　　　　　 動の” カーボンニュートラル化” を可能な限り早急に実現したい。 そのために目標に対する各部門の

　　　　　 取り組み強化を図って行く必要性がある。 実を結ぶことの出来る積極的行動に期待する。

　　　　3. 環境経営システムの変更に関して

　　　　　　当社の環境経営システムを構築して８年が経過した。この間、着実に成果を上げる取り組みが出来て

　　　　　いることから、現時点では当社の環境経営システムは有効に機能していると判断している。 

　　　　　以上の様な結果から、環境経営システム変更（見直し）の必要性はないと考える。

　　　【 総 括 】

　　　　　　２０２３年度の取り組みに於いては、第一製造課の生産に関わるＣＯ２排出抑制が、２期連続で ” 目標

　　　　　未達成” となった。 生産工程での不良対策やクレーム・苦情対策に遅れが生じている状態である。 

　　　　　この遅れを挽回する必要性を感じ、ＱＣ活動を強く推進すると共に、一人一人の問題意識の高揚を図る。

　　　　　　また生産部門以外の部署に於いても、現在の業務を整理・分析して必要な見直しを行い、より高効率

　　　　　の職務遂行能力を高めて行く。 テーマによっては部門を超えるものについては、改革プロジャクトを発足

　　　　　させ、関係者の英知を結集してテーマの実現を図る。 基本的な考え方は会社方針で宣言の通り、源流

　　　　　管理による高効率化にある。 社内の環境整備を行うことで、ムリ・ ムダ・ムラを排除する取り組みとなる

　　　　　ように進めること。

　　　　　　その他には、環境負荷低減につながる環境関連資材事業の強化を図る。 人員の増強により体制強化

　　　　　を図ると共に、市場や現場からの情報収集に努め、環境に貢献出来る商品開発（研究）を進める。

　　　　　また、当社の事業活動に於いて、その他にも環境負荷低減策を検討して実現可能な事案は積極的に

　　　　　推し進めて行く。

　　　　信濃化学工業株式会社

　　代表取締役　小 野　 大 輔
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　⑨　経営者による全体の評価と見直し

2024年6月3日



理念のもと、お客様に真の満足と感動を頂ける製品の創造とサービスの提供を続けることを基本に、

オリジナルな業務用食器類並びに森林事業を主体とした環境関連商品の企画・開発から製造及び販

売を主体にした事業活動を推進しています。また各種産業を支える工業用部品関連においても受注

及び生産をしています。

「プラスチックのスペシャリスト」としてあらゆるプラスチックに挑戦し技術向上を図りながら、

環境の保全に取り組んで参ります。従って事業活動のすべての領域で自然環境との調和と地域社会

の共生を目指し、以下の行動指針のもと事業活動を行ってまいります。

　　　に環境経営システムの継続的改善を図り、汚染の未然防止、持続可能な資源の利用を推進し

　　　ます。

信濃化学工業株式会社

代表取締役社長

小野　大輔
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　　　　2)循環型社会への貢献（３Rの推進と再資源化による商品の開発提供）

　　　　3)カーボンニュートラルの達成に向けた活動

　　　　4)環境負荷物質の適切な管理及び代替削減

　4.　当社に関係する環境関連法規制及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

　5.　環境方針を全社員に周知すると共に、一般にも公開します。

令和6年6月3日

環　境　方　針

　信濃化学工業株式会社は「社業の発展と社会の繁栄に貢献する真に働きがいのある会社」の企業

当社のこれらの事業活動が社会環境や自然環境と密接に関わりあっていることを認識すると共に

　1.　事業活動における環境への影響を認識すると共に、当社を取巻く環境変化を考慮して定期的

　2.　環境パフォーマンスを向上させるための環境経営システムの継続的改善を図ります。

　3.　環境目的および目標に次の重点項目を設定して取組み、定期的に見直しを行います。

　⑩　新たな「環境方針」

　　　　1)環境に配慮したオンリーワン商品の開発
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　本社玄関先の花壇を整備
2024年4月16日

　⑩　トピックス１

撮影

花壇内にある桜の木･･･初めて花を付けました！一昨年、社員みんなで作った花壇。

会社周辺の花や緑は大切に育てています！



セミナー視聴者からの質問）

　　信濃化学さんが取り組まれている「環境関連資材」について、資材を市場に投入し、どの程度の

　　『地球温暖化に対する成果』を出せているか？そんな質問も寄せられました！

〔回答は･･･〕

　林野庁　森林整備部森林利用課のホームページを参考に！

　『森林はどのぐらいの量の二酸化炭素を吸収しているの？』
　　～スギの36～40年生の人工林が吸収してきた量（蓄積量）と1年間の吸収量（吸収量）～

・樹木が吸収する二酸化炭素や蓄積する炭素の量は一本一本異なっています。例えば、適切に
　手入れされている36～40年生の スギ人工林は1ヘクタール当たり約83トンの炭素（二酸化炭素
　量に換算すると約304トン）を蓄えていると推定。
　また、このスギ人工林1ヘクタールが1年間に吸収する二酸化炭素の量は約8.8トン （炭素量に
　換算すると約2.4トン）と推定。
　スギ人工林、1ヘクタールに1,000本の立木があると仮定した場合、スギ1本当たり約83キロの炭

　　　　素を蓄えていることになります。
　　　　また、スギ1本当たり約8.8キロの二酸化炭素を吸収していることになります。

を参考にお答えしました。　この8.8キロに信濃化学が市場に提供した数量を掛け合わせれ

ば、当社が間接的に関わる 「地球環境の改善・維持」 に対する貢献は分かるかも知れませ

んね！　

　国内の”環境に対する意識”は、徐々に高まっている！と感じました。
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　⑩　トピックス２

2023年10月17日
　『 環境配慮 』に関する事例発表



　〒３８１－００４５

　　長野県長野市桐原　１－２－１２

　ＴＥＬ：０２６（２４３）１１１５　　ＦＡＸ：０２６（２４３）１５２０
　ＵＲＬ：ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．sｈｉｎａｎｏ－ｋａｇａｋｕ．cｏ．jｐ
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私たちは事業活動を通じてプラスチックの有用性を

更に高め、『持続可能な地球環境の実現』を

目指して、維持・改善に努めて参ります！


